
　昨年の震災で私達は、これから何十年も続くはずの

幸せな人生が突然奪われてしまう悲しみや辛さを経験

しました。救急医療に携わる私共も、改めて大切な命

を守るため努力することを誓いました。 

　市立病院では心臓・脳血管センターが開院し、より

重症な患者さんへの治療が充実します。一つの命を救

うには、たくさんの人と集中力が必要です。そのため、

診察を希望されても、残念ながら、全ての患者さんを

受け入れることは不可能です。「高度な医療よりも、

時間外に何でも診てくれる救急が良い」

と思われるかもしれません。 

　しかし、みなさんのご理解ご協力は、

必ず誰かの幸せに役立っています。私

達も頑張ります。今後ともよろしくお

願いいたします。 
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　市立病院は、二次救急医療機関として、入院が必要な重
症患者さんを中心に、高度で専門的な医療を２４時間体制で
提供する役割を担っています。そのため、意識障害や胸痛、
吐血など生命の危険にさらされた患者さんの救急受入の強
化を病院の最重要課題として取り組んできました。しかし、
実際の救急医療は病院内だけで行われるものではなく、１１９
番通報された現場から始まっています。 
　今回は市立病院と草加市消防本部の連携による救急医療
の充実への取り組みについてご紹介します。 

   　
救
急
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１
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し
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、
①
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収
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。
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血
処
置
や
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折
が
疑
わ
し
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の
固
定
、
心
肺

停
止
（
呼
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）
の
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合
に
は
胸
骨
圧
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人
工
呼
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ど
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救
命
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を
行
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、
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ま
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。
 

　
「
単
純
な
仕
事
じ
ゃ
な
い
か
」
と

思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
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が
、
実
は
こ
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病
院
前
救
護

の
良
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悪
し
が
病
院
で
の
医
療
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を
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右
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ま
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救
急
隊
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切
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患
者
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
身
体
を
診

て
来
て
く
れ
る
と
、
病
院
で
は
そ
の

部
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を
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略
し
て
次
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検
査
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治
療
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進
む
こ
と
が
で
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患
者
さ

ん
に
よ
り
早
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治
療
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受
け
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た
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受
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。
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台
停
ま

っ
て
い
る
の
を
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か
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。
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催
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ま
た
、
救
急
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す
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者
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、
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医
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席
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、
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者
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を
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。
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で
は
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３
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で
に
１６
名
が

修
了
し
、
確
か
な
技
術
を
持
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て
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で
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躍
し
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ま
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。
 

　
ま
た
、
救
急
救
命
士
は
２
年
ご
と

に
１
２
８
時
間
の
病
院
実
習
が
義
務

付
け
ら
れ
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ま
す
。
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立
病
院
で

は
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
、

受
入
体
制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
病

院
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を
５
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か
ら
開
始
し
ま
す
。

医
師
や
看
護
師
と
と
も
に
救
急
外
来

な
ど
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
救
急
救
命
士
の
技
術
向
上
の
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

   　
救
急
医
療
に
携
わ
る
者
は
み
な
一

分
一
秒
を
大
切
に
、
か
け
が
え
の
な

い
命
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
市
立
病
院
は
消
防
本
部
と
協
力
し

て
努
力
し
続
け
て
行
き
ま
す
。
 

―市立病院と救急隊の連携が、草加市の救急医療を支えています― ―市立病院と救急隊の連携が、草加市の救急医療を支えています― 

　救急隊が担う病院前救護では、素早く正確に状態を

把握したうえで、適切な処置を行うことが求められて

います。特に心肺停止状態の傷病者に対する気管挿管

や薬剤投与は、高度な技術や知識を要します。緊急時

にこうした手技を適切に行うため、私たち救急救命士

は日々のトレーニングを欠かすことはできません。 

　技術向上のための研修や勉強会は、市立病院との合

同でも行われており、経験豊富な医師からの貴重なア

ドバイスは、救急の現場でも活かされ

ています。 

　救急ステーションの開所により、市

立病院との連携を今まで以上に密にし、

より質の高い救急医療を市民の皆さん

に提供できるよう、これからも努力し

ていきます。 

市立病院救急科部長　南　　和 草加市消防本部　岩間和利 

縟 平成２４年４月１０日…… 草加市立病院 

麻酔科医の指導による気管挿管実習 

病院前血糖値測定講習会 


